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Ⅰ 令和元年度事業の概要   

 

１ 総 括 

文化スポーツ局は、文化・スポーツ振興施策の一体的推進により都市の魅力向上を

図ることを目的として、博物館、中央図書館等の社会教育関連施設及び文化財の保

存・活用等に関する事業を教育委員会から市長部局に移管し、令和２年度より発足し

た。 

令和元年度は、市民スポーツの振興を図るとともに、ラグビーワールドカップ 2019

神戸開催により、まちの魅力の発信や選手・参加国との国際交流を図った。 

また、新たな文化芸術の創造とその情報発信を強化し、文化活動への支援に取り組

むことで、文化による市民活動・交流を深め、文化芸術の薫りあふれるまちづくりを

進めた。 

さらに、文化財の保存・活用等の積極的な推進や博物館のリニューアルによる施

設・展示等の充実、北神図書館の開設等による図書館サービスの向上を図った。 

 

２ 主 要 事 業 

（１）スポーツの振興 

① 垂水体育館の再整備 

    「リノベーション・神戸（第２弾）」の一環として、老朽化が進む垂水体育

館および垂水区文化センター体育室を一体化し、垂水スポーツガーデン内に新

体育館を整備する予定であり、令和元年度には、基本設計及び実施設計を行っ

た。 

  ② 「第９回神戸マラソン」の開催 

大会テーマ「震災 25 年の感謝と友情」のもと、世界陸連公認のブロンズラベ

ルレースとして第９回神戸マラソンを開催した。 

  ③ スポーツイベントの推進 

競技団体等と連携し、全日本高等学校女子サッカー選手権大会等の各種大会

の開催や地域スポーツの振興に取り組み、市民スポーツを盛り上げた。また、

サッカーやラグビー等のプロスポーツイベント等を通じ、集客等による地域経

済の活性化と、神戸のまちの魅力の発信に努めた。 

 

（２）大規模国際スポーツイベントの開催等  

① ラグビーワールドカップ 2019 の開催 

ラグビーワールドカップ 2019 神戸開催を成功させるため、観戦客の安全対策

や交通輸送対策に取り組むとともに、ボランティアの管理運営を行った。また、

ファンゾーンの運営や、機運を高めるための都市装飾、観戦客に対するまちへ

の回遊の取り組み等を行った。神戸開催後は、大会のレガシーとして、ラグビ

ーファンや競技人口の増加を目指しラグビーの普及啓発を行った。 

   ② 東京 2020 オリンピック・パラリンピック関連事業 

東京 2020 オリンピック競技大会に参加する予定のフランス体操ナショナル

チームの事前合宿地が神戸市に決定した。また、ホストタウン交流や、小中学

校での体験教室等を行った。 
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③ ワールドマスターズゲームズ 2021 関西の開催準備 

2021 年５月開催予定のワールドマスターズゲームズ 2021 関西に向けて、競

技参加エントリーの受付及びボランティアの募集を開始した。また、各種イベ

ントにおいて大会認知度向上のためのプロモーション活動を実施した。 

④ 神戸 2021 世界パラ陸上競技選手権大会の開催準備 

神戸 2021 世界パラ陸上競技選手権大会の開催に向け、令和元年９月に組織委

員会を設立した。また、大会ＰＲのため、ドバイ大会でプロモーション活動を

実施したほか、室伏広治氏と山本篤氏（現役パラリンピアン）に大会アンバサ

ダーへ就任いただいた。 

 

（３）文化創生都市の推進  

① 「神戸市文化芸術推進ビジョン」の策定 

神戸市の文化芸術に関する施策・事業の総合的な指針となるビジョンを策定

し、文化行政を通じて中長期的に目指す都市像を示すために、策定懇話会を開

催し、検討を重ねた。 

② 「アート・プロジェクト KOBE 2019：TRANS- 」の開催 

世界で活躍する現代アート作家であるグレゴール・シュナイダー氏、やなぎ

みわ氏を招聘し、新開地や兵庫運河、新長田等の街中や港を舞台に作品を展開

するアートイベントを開催し、神戸の魅力を世界へ発信するとともに地域の活

性化に取り組んだ。 

③ KOBE ミュージックポート ～秋の音楽祭～ 

2021 年の「第 10 回神戸国際フルートコンクール」の開催に向けて機運を醸

成するとともに、市民に質の高い音楽を楽しんでいただくために、まちなかや

ホールなどで音楽を楽しむ機会を提供した。 

④ 「ジャズの街神戸」の発信 

ジャズに関わる様々な団体・個人が連携し「ジャズの街神戸」の発信力を高

めるため、高校生による「KOBE YOUTH JAZZ ORCHESTRA」の演奏活動支援、「KOBE 

JAZZ DAY 4/4」（神戸ジャズの日）記念イベントの開催や情報発信等を実施した。 

⑤ 文化芸術活動の支援 

芸術文化活動助成や芸術文化アウトリーチ助成等を通じて、市民の豊かな文

化芸術の活動や、病院・福祉施設などで文化芸術に触れる機会を提供する活動

を支援した。令和元年度からは、市内の全小学校を対象に、プロの音楽に触れ

るプログラムを企画・実施した。 

⑥ 神戸新開地・喜楽館の利用促進支援 

平成 30 年７月 11 日に開業した喜楽館の利用を促進し、新開地周辺地域の活

性化や賑わいを創出するため、運営主体となる地元まちづくり団体に対し、運

営支援として、貸館利用に対する助成を行った。 

⑦ 新・神戸文化ホールの整備 

都心三宮エリアへ移転する予定の新しい神戸文化ホールの整備に向けて、令

和元年５月に策定した基本計画（案）をもとに仕様等の検討を進めた。 
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⑧ 第 49 回神戸まつりの開催 

多くの市民が参加する各区のまつりと、広く内外からの参加者・観客が訪れ、

パレードやステージイベント等で盛り上がりを見せるメインフェスティバルを

実施した。 

 

（４）文化財の保存・活用   

① 史跡五色塚古墳整備活用基本計画策定 

史跡五色塚古墳・小壺古墳を将来にわたって適切に保護・活用を行うための

整備基本計画を策定した。 

② 旧ドレウェル邸（ラインの館）リニューアルオープン 

平成 28 年度より実施した耐震対策・保存修理工事が完了し、平成 31 年４月

22 日にリニューアルオープンした。 

③ 文化財保護 

国・県・市指定等文化財や市認定伝統的建造物保存のため、「車大歳神社の翁

舞舞殿」、「南僧尾観音堂」、「神前の大クス」他７件について修理助成を行った。

また、市所有文化財の維持管理及び修理を実施し、旧トーマス住宅（風見鶏の

館）については、今後さらなる利活用を図るため、耐震診断に必要な構造調査

を行った。 

④ 文化財啓発 

市民が文化財に触れ、親しむ機会を提供するため、「文化財めぐりバス」や「お

おとし山まつり」、「西神戸歴史探訪」などの文化財啓発事業を実施した。 

⑤ 文化財調査 

松原城跡等の埋蔵文化財発掘調査を行った。また、古文書（『神戸村文書』）

に関する調査を実施した。 

⑥ 埋蔵文化財センターの管理・運営 

出土遺物の復元・修復作業や調査等を行うとともに、企画展や公開講座を開

催した。また、小・中学校や地域での出張講座等を実施した。 

 

（５）博物館・美術館の魅力向上  

① 博物館リニューアルオープン 

常設展示の内容の充実や施設全体の快適性・利便性の向上のため、令和元年

11 月２日にリニューアルオープンを行い、あわせて大型展覧会を開催した。 

   ② 博物館特別展の開催 

・「神戸市立博物館名品展―まじわる文化、つなぐ歴史、むすぶ美―」 

（令和元年 11 月２日～12 月 22 日） 

    ・「建築と社会の年代記―竹中工務店 400 年のあゆみ―」 

     （令和２年１月 11 日～３月１日） 

※「コートールド美術館展 魅惑の印象派」（令和２年３月 28 日～６月 21 日）

は、新型コロナウイルス感染症の影響で中止 
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   ③ 小磯記念美術館特別展の開催 

・「神戸の暮らしを“デザイン”する－小磯良平とグラフィックアート」 

（令和元年７月 13 日～９月１日） 

・「黄昏の絵画たち－近代絵画に描かれた夕日・夕景－」 

（令和元年 11 月 16 日～令和２年１月 26 日） 

④ 神戸ゆかりの美術館特別展の開催 

・「ヒグチユウコ展 CIRCUS」 

（令和元年６月 15 日～９月１日） 

・高野山金剛峯寺襖絵完成記念「千住 博展」 

（令和元年９月 14 日～11 月４日） 

・「大正・昭和 神戸まぼろしの公会堂コンペ再現！」 

（令和元年 11 月 23 日～令和２年３月８日） 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため３月１日で終了 

 

（６）図書館サービスの充実  

① 北神図書館の移転・開館 

北神区役所の開設に伴い、北図書館北神分館を隣接する商業施設エコー

ル・リラに移転・拡充し、新たに北神図書館として整備、平成 31 年４月に開

館した。（図書館面積：930 ㎡→1,321 ㎡、蔵書数：約 10 万冊→約 12 万冊） 

② 予約図書受取コーナーの充実 

垂水区北部の商業施設「BRANCH 神戸学園都市」内に、神戸市内の図書館で

借りた本の返却や、ネットを利用した予約図書の受取りができるコーナーを令

和元年８月に開設した。また、市営地下鉄花時計前駅コンコースに開設する「予

約図書自動受取機」の運用開始に向けて準備を行った。（サービス開始：令和

２年６月） 

③ 図書館資料の収集・蔵書の更新 

利用者の要望に配慮しつつ新刊図書を中心に市内11館の蔵書を選定して約

75,000 冊の図書を購入するとともに、市民からの寄贈図書約 13,000 冊、雑誌

のべ 1,338 タイトルを受け入れた。また、長年の利用による傷みがあるものや

内容が古くなった文学書、実用書等の蔵書を更新した。 

   ④ 企画・イベントの実施 

各図書館で子ども向けの読み聞かせ等を行ったほか、読書週間や夏休み等

の期間には、工作会等の子ども向け行事や児童文学作家の岡田淳氏による講演

会、展示等を行った。 
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